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子持ちとなった労働者のおッ母あよ！

数万の大軍を率いてアルプスの険を突破した若いナポレオンには不可能がなかった。

エルバの孤島で不可能の浪に弄もてあそばれつつさびしく憤死した

だがプロレタリアートには不可能がない

労働者のおッ母あが絶えず子供を生んで育てているから

　──乳をのませ、めしを喰わせ、おしめを洗い、内職をして親父を元気づける

労働者のおッ母あはこの上なく忙しい

──合理化の中の機械のように

過労の疲れから失望するな！

日一日とプロレタリアートの子供は力強く生長しているんだ！

労働者のおッ母あが子供を持ったと聞いたとき

牢獄に投げ込まれているおれは

骨を削られるような苦しさを想像しつつも新しい力を加えられた

二人の子供を持った労働者のおッ母あよ！

おれは元気で失望しない

地球がまるく、太陽の周囲で楕円形の弧を描きつつ有限の宇宙を進行している限り

おれは日一日と希望を喰って失望を便器の中に投げ込んでいる
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